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6-1．水不足リスクについて 

（１）宮古島市の水資源の大切さを共有 

宮古島市は、平坦な島で⾼い⼭がないため、河川が発達しにくく、⽣活⽤⽔や農業⽤⽔等のほ
とんどを地下⽔に依存しています。 

宮古島の地質は⼤きく３つに分かれています。表層は「島尻マージ」と呼ばれる沖縄県に広く
分布する⼟壌の⼀つであり、保⽔⼒が乏しい特徴があります。その下は「琉球⽯灰岩層」で覆わ
れており、空隙が多く透⽔性が⾼くなっています。最深部は「島尻層」という難透⽔性の泥岩と
なっています。 

この地層構成の特徴から、宮古島では降⽔の約 50％が蒸発散、40％が地下浸透となっており、
地下に浸透した⽔は琉球⽯灰岩を通り、地下⽔盆に貯留される⼀部を除いてほとんどが海に流
出しています。残りの 10％が地表流として流出していますが、全国と⽐較して地表流出がかな
り少ない状況となっています。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

６．節水活動の推進方策 

平坦で大きな河川や湖沼のない宮古島市において、地下水を主体とする水資源は市民生活や観光産業などを

支える非常に重要な社会基盤です。 

その限りある水資源や水不足のリスクを市民レベルで共有すべき内容を整理しました。また、不測の事態時にお

ける節水活動の大切さを広報する手法を提案するとともに、節水意識を啓発と節水活動の展開に向けた取組につ

いて紹介しています。 
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宮古島市の地下⽔は、限られた貴重な資源
であり、市⺠の年間 1 ⼈当たりの⽔資源は、
全国平均に⽐べて、15％も少ない状況です。 

こうした地下⽔は、宮古島市の⽔資源の⼤
切さを市⺠レベルで共有していく必要があり
ます。 

 

 

（２）過去の大渇水の状況や記録を共有 

気候変動による記録的な⼤渇⽔や⼤⾬が全
国各地で発⽣しています。 

1993 年〜1994 年（平成 5 年〜6 年）の⼤渇
⽔の際には、平成 5 年から続く記録的な少⾬
により、⽩川⽥⽔源の湧⽔が、普段の４分の１
の量まで減少し、平成 6 年 1 ⽉ 21 ⽇から 70
⽇間の給⽔制限（夜間断⽔）を⾏いました。 

最近では、2023 年（令和５年）７⽉に市⺠に節⽔を呼び掛けています。 
また、⼤⾬についても、宮古島地⽅気象台が「50 年に 1 度のレベル」として発表する記録的

な⼤⾬が、近年において 3 回（2018 年 7 ⽉と 8 ⽉、2024 年 5 ⽉）も発⽣するなど、⾃然環境の
著しい変化があります。こうした気候変更の影響から、これまでに幾度も経験した⼤渇⽔は何時
でも起こりうると考えられます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

白川田水源湧水量の状況（平年と渇水時の比較） 市民に節水を呼び掛け 宮古島市水道部 

出典：宮古島地下水研究会調べ（2018 年水循環白書等） 
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（３）深刻な水不足を引き起こす不測の事態を共有 

宮古島市において深刻な⽔不⾜を引き
起こす不測の事態として、⼤渇⽔に加え、
地震・津波被害の脅威が挙げられます。 

海溝型地震は、津波の発⽣が被害を及ぼ
すため、浸⽔想定区域内の配⽔施設等は甚
⼤な被害が想定されます。計画取⽔量の１
／３を占める⽩川⽥⽔源地が、津波浸⽔想
定区域内にあり、想定される災害リスクの
うち、⽔道施設への影響が甚⼤と予測され
ます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

白川田水源地周辺の様子 

津波浸水被害による配水施設の機能停止リスク 
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（４）使用できる水量の状況を見える化し共有 

宮古島市の⽔道資源は、湧⽔・地下⽔
であり、降⽔量の多少によって、その利
⽤可能な量は⽇々変動しています。 

地下⽔の⽔位や貯留量など、使⽤でき
る⽔量の状況についての⾒える化を図
り、渇⽔への危機意識を共有します。 

具体的には、⽔道⽔源保全地域の地下
⽔の貯⽔率（⼜は湧⽔量、地下⽔位）の
公表に向けた整備を⾏っていきます。 

 

【具体的な検討案】 

宮古島市の⽔道⽔は、地下⽔盆の流末の湧⽔、及び井⼾により取⽔した地下⽔を利⽤してい
ます。このため算出される貯⽔率は、その形状や⽔位が直接確認できる地上のダムと異なり、
地質調査や地下⽔位観測の結果をもとにした推定値となります。 

⼀⽅で、宮古島市の⽔道⽔の約半分は湧⽔を利⽤しているため、過去の給⽔制限はこの湧⽔
量の減少が直接的な要因でした。このような状況を踏まえ、共有する数値については、以下の
３案を検討していきます。 

 
案①：白川田水源地の湧水量 

 ⽩川⽥⽔源地の湧⽔量を公表します。 
併せて、湧⽔量が少なくなった際の、節⽔のお願いの⽬安（例：10,000m3/⽇以下など）、給⽔

制限実施の⽬安（例：湧⽔量 5,000m3/⽇以下）を⽰します。 
 

案②：代表地点の地下水位 

 ⽔道⽔源である地下⽔盆の代表地点の地下⽔位を公表します。 
 

案③：貯水率 

地中にある地下⽔は直接⾒ることができないため、湧⽔量や地下⽔位の測定値をもとに蓄積
したこれまでの調査データより貯⽔量（率）を推定し、公表します。 

なお、井⼾の深さや、地下⽔と海が繋がっている部分があるなどの理由から、貯⽔率が 0％に
なるまで、すべての地下⽔を利⽤できるわけではありません。 

 

 

  

地下水位リアルタイム配信の参考事例からのイメージ 
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6-2．不測の事態時における節水活動の大切さの広報 

（１）「水道週間」などの活用 

毎年、「⽔道週間」（6 ⽉１⽇〜７⽇）には
全国で、⽔道事業体が、⽔道の現状や課題に
ついて理解を深めるための広報活動を⾏っ
ています。 

宮古島市においても、⽔源地域の清掃活動
や浄⽔場などの施設⾒学などを実施してい
ます。さらに、地下⽔の⼤切さや、不測の事
態時における節⽔活動の⼤切さを認識する
機会として、広報活動を展開します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

水道週間の行事を発表 宮古島市 

水道水源保全地域「大野山林」をクリーンアップ！ 

袖山浄水場＆白川田水源地に潜入取材！ 
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（２）節水パンフレットやキャンペーン、出前講座による広報など 

節⽔意識は⼀度の啓発で⾼まるものではありません。これまでの啓発活動を継承しつつ、さら
に、⼦供向け、⼤⼈向け、地域住⺠向けなど、ターゲット層に合わせた情報発信を⾏い、節⽔活
動の⼤切さを継続的に伝えていきます。 

具体的には、パンフレットやハンドブック、SNS やキャンペーン、出前講座などにより、ター
ゲット層に合わせた広報を展開します。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

節水パンフレット・ハンドブックの事例 キャンペーンのイメージ 

小学校での出前講座のイメージ 

教室での勉強会や意見交換                  屋外での体験講座 
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（３）小学校の地域学習としての活動展開 

宮古島市では、⼩学⽣の地域学習の教材として、宮古島市の貴重な⽔資源を題材としていま
す。⼩学校の地域学習とは、住んでいる地域を「教材」として主体的に学び、地域への愛着や理
解を深め、社会性や問題解決能⼒を育む学習活動です。 

こうした⼩学校の地域学習として、宮古島市の貴重な⽔資源を題材とした取組を継続してい
ます。 

 
【教材での学習の視点（例）】 

「私たちは、１⽇に、どのようなことに、どれくらいの量の⽔を使っているのだろう」 
「私たちが使う⽔は、どこから送られてくるのだろうか」 
「浄⽔場は、どのような働きをしているのだろうか」 
「⽔源を守るために、どのような取組をしているのだろうか」 
「⽔を無駄にしないために、どのような⼯夫をしていけばよいのだろうか」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

宮古島市の貴重な水資源を題材とした地域学習の教材の抜粋 
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6-3．節水意識の啓発と節水活動の展開 

宮古島市では、家庭、地域社会、企業などが連携し、地域と⼀体となった節⽔意識の啓発と節
⽔活動に取組んでいます。今後も、これまで以上に地域と⼀体となった活動の展開に取組んでい
きます。 

 

（１）家庭での取組 

 
■節⽔意識の啓発・こまめな節⽔の実践 

⽇常の⽣活の中で、たくさん⽔を使うところで節⽔を⼯夫するのが、効果的です。 
⼩学⽣の地域学習の教材では、次のような取組が紹介されています。それぞれの⽔の利⽤

に応じた節⽔の取組を継続していきましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                            

  
水の利用に応じた節水の取組例（小学生の地域学習の教材より） 

あまみず
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（２）地域社会での取組 

 
■節⽔意識の啓発: 
 ・広報誌やホームページで節⽔情報を発信する。  

 ・イベントやキャンペーンを通じて節⽔意識を⾼める。 

 ・学校教育で節⽔の⼤切さを教える。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
■⽔道設備の効率化: 
 ・⽼朽化した⽔道管の交換や漏⽔対策を⾏う。 

 ・⽔道メーターの検針を定期的に⾏い、使⽤量を把握する。 

 ・下⽔道施設の効率的な運⽤を⾏う。  
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
■その他: 
 ・公園や道路の散⽔に⾬⽔を利⽤する。 

 ・公共施設の節⽔設備の導⼊を促進する。 

 

 

 

 

 

 

  

水道メーターの定期的な検針 老朽化した水道管の交換 

節水意識の啓発 節水キャンペーン 

（工事前）              （工事後） 

グラウンドの散水に雨水を利用 公園のせせらぎ水路に雨水の利用 

あまみず 
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（３）企業・ホテル・病院・学校等での取組 

 
■施設運営・営業・製造⼯程での節⽔: 
 ・⽔の使⽤量を把握し、無駄を削減する。 

 ・節⽔型設備を導⼊する。（特にトイレ・シャワー・蛇⼝など） 

 ・排⽔処理施設の効率化を図る。 

 ・冷却⽔の再利⽤や⾬⽔の利⽤を検討する。 

 
 

 
 
 
 
 
 
■従業員などの節⽔意識向上: 
 ・節⽔に関する研修や教育を⾏う。 

 ・節⽔⽬標を設定し、達成状況を管理する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
■その他: 
 ・⼯場や事業所の排⽔を再利⽤する。 

 ・地域社会と連携し、節⽔活動を⾏う。 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

冷却水の再利用 

節水に関する研修 節水意識向上ポスター 

工場や事業所の排水を再利用 

節水型設備の導入 
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（４）雨水
あまみず

利用の参考事例 

⾬⽔
あまみず

の利⽤は⽔資源の有効利⽤を図り、また、下⽔道・河川等への⾬⽔
う す い

の集中的な流出の抑制
に役⽴つもので、その推進は政策的な意義が⼤きいものです。このため「⾬⽔

あまみず
の利⽤の推進に関

する法律」（H26.3：⾬⽔
あまみず

利⽤推進法）が制定され、これまでに、参考となる様々な取組が⾏われ
てきています。 

 
■⾬⽔で暮らすホテル（静岡県伊⾖市） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  出典：雨水利用事例集（国土交通省） 
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■利⽤と流出抑制の“⼆⼑流”（茨城県⽔⼾市） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
出典：雨水利用事例集（国土交通省） 
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■むつ市⽴第三町名部⼩学校（⻘森県むつ市） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

出典：雨水利用事例集（国土交通省） 
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■⾬の家（福岡県福岡市） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

出典：雨水利用事例集（国土交通省） 


